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次に述べる達成度評価システムによって、教育の質保証を行う。

達成度評価項目として、後期課程では以下の6項目について達成度評価を行う。

① 工学基礎力：工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい基礎知識と学力を備えているか。

② 理論的基盤・関連技術に関する知識：工学基礎力をベースにしたリスク･レジリエンス解析･評価のための

理論的基盤の知識、並びにリスク･レジリエンス解析･評価に関連する高度な情報処理技術の知識を備えて

いるか。

③ 現実問題に関する知識：リスク･レジリエンス工学が対象とする現実の問題に係る深い知識を備えているか。

④ 広い視野と俯瞰力：リスク･レジリエンス工学の対象を広く総合的な視野で捉える能力を有しているか。

⑤ 問題設定･解決能力：リスク･レジリエンスにかかわる問題について、問題設定から工学的手段による解決

までのプロセスを深く理解し、具体的解決手段を創造し開発する能力を有しているか。

⑥ グローバル･コミュニケーション能力：研究チームや研究プロジェクトの中で、与えられた役割分担を果たし、

高いコミュニケーション力をもってリーダーシップをとる能力を有しているか。

達成度評価は、各年度に2回実施される達成度評価委員会において、各学生が3名以上の教員と面談し、

評価を受けることによる。評価結果は学生にフィードバックし、その後の学修改善に利用する。最終回の達成度

評価において、すべての項目について博士（工学）の学位にふさわしいと判定された場合に、最終試験に合格

したと見なす。
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